












要約:母子相互作用によるアタッチメントの成立には新生児早期の母子の接触以外に多く

の因子が考えられる。新生児期早期に母子接触が不能であった母子が、その後、発達の過

程において、どこがことなり、それがどのように修正されるか、或はされないかを多面的

に解析するため本研究をおこなった。本年は第1段階として帝王切開出生の母子について

正常児(早期接触群)と対比して母子の行動様式の相異を研究した。未だ研究途上で膨大な

資料の解析が終っていないが、1 ヵ月健診時では母親の児に声をかける行動と診察の介助

をする行動に出現の差がみられた。外来での観察によると、その差は発達と共に消失して

いくようである。 

母子相互の児側の因子として児の気質があり、これについて我々は長年研究をおこなって

いる。今回は我々が作成した幼児用行動様式質問紙を使用して3才児の気質タイプとアン

ケートによる母親の児に対する印象との相関を調査した。その結果、気質タイプ別の比較

では easy child と slow to warm up child との間には同様の傾向がみられたが、difficult 

child と easy childでは違いが認められた。今回の調査では、行動様式質問紙から求めら

れた児の気質のタイプは母親がどのように子供を捉えているかといった一面をみるのに役

立つように思われた。 


